
＜基本計画構成・骨子案＞ ＜概 要＞

第１章 はじめに
 １ 基本計画策定の背景と目的
 ２ 基本計画の位置づけ

基本構想を含む過年度の検討経緯を踏まえて、基本計画策
定の目的・位置づけを整理する。

第２章 基本的な考え方
 １ 新庁舎整備の基本理念・基本方針
 ２ 基本構想を踏まえた検討方針

新庁舎整備の基本理念・基本方針を整理する。
基本構想で検討設定した内容に基づき、導入機能、必要規
模、施設計画、事業計画における検討方針(条件)を整理する。

第５章 新庁舎等の施設計画
 １ 敷地概要
 ２ 全体配置・動線計画
 ３ 庁舎の平面・階層計画
 ４ 構造・設備計画
 ５ 景観・外構計画
 ６ 複合施設の施設計画

設定した建設場所の敷地条件を整理する。
敷地内における全体の配置・動線計画について、工事工
程を加味したモデルプラン検討に基づき整理する。
配置計画に伴い、施設内の機能の連関や基本的なレイア
ウト、階層計画を検討・整理する。
構造・設備計画や景観・外構計画について、主要な性能
や基本的な考え方・要件を整理・検討する。
複合施設部分も庁舎と同様に基本的なレイアウト等を検
討・整理する。

第３章 新庁舎等の導入機能
 １ 庁舎の機能
 ２ 複合施設の機能
 ３ 機能構成

設定した基本理念・基本方針を実現するために導入される
庁舎の機能及び方策を整理する。
整備の方向性に基づき、複合施設の機能を整理する。

第６章 新庁舎等の事業計画
 １ 事業手法の検討
 ２ 概算事業費・財源の検討
 ３ 概略事業スケジュール
 ４ 今後の事業の進め方

基本計画と並行して実施する民間活力導入可能性調査の結
果を踏まえ、望ましい事業手法を検討・設定する。
施設計画に基づき、概算事業費を検討するとともに、活用
可能な財源を整理する。
工事工程や設定した事業手法基づき事業スケジュールを検
討し、今後留意が必要となる項目を整理する。

＜検討事項・整理イメージ＞

第４章 新庁舎等の必要規模
 １ 庁舎の必要規模
 ２ 複合施設の必要規模

基本構想における概略検討や前章までに整理した導入機能
を踏まえ、諸室を具体化することで、庁舎の規模を精査・
設定。
複合施設の必要規模は、各機能の方針や先行事例、所管課
の意向を踏まえて検討・設定する。
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■ 基本計画策定における検討事項・整理イメージ

先行事例整理によるイメージ共有（次頁❶）
窓口の方向性整理(次頁❷)
サードプレイス等市民利用施設の検討
備えるべき防災機能の検討、浸水対策の方向性決定
複合施設において必要な諸室・スペースの検討
市民ワークショップにおける意見把握

整備の方向性の設定・施設配置イメージ
新庁舎に複合化(一体整備)する施設・機能の決定

他市事例との比較（人口・職員あたり）による妥当性の
確認・精査（次頁❸）
モデルプラン・面積内訳を作成し、概略規模検討の妥当
性を確認・精査（次頁➍）
デジタル化等による庁舎規模への影響考察
部門アンケート結果による必要規模の検討・精査
コンパクト化の可能性検討
複合施設に必要な諸室・スペースの規模検討

ローリング計画の検討（次頁❺）
モデルプラン・整備イメージの作成
構造・設備計画の主要な性能の整理

事業手法の検討・設定
上記を踏まえた事業費・
事業スケジュールの検討
活用可能な財源の整理

事業・前提条件の整理
事業スキームの検討
民間意向調査
VFM算定
PPP導入可能性の検討

【資料４－３】

民間活力導入可能性調査



■ 整理イメージ（一例）
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❶ 先行事例整理によるイメージ共有

❷ 窓口の方向性整理

❸ 他市事例との比較（人口・職員あたり）

➍ モデルプラン及び面積内訳の作成

❺ ローリング計画の検討
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1F床面積：約1,415㎡
• 新庁舎規模 約5,500㎡
• 駐車場台数 約95台
• 駐輪場台数 約150台

■ 配置図兼１階平面図

敷地形状に応じた建物・駐車場等
の配置計画

敷地出入口、庁舎アプローチなど
動線を踏まえた平面計画

■ 窓口・執務室レイアウト

部門配置やロビー、待合等を含め
た平面計画

部門特性を踏まえた執務ゾーンの
レイアウト計画

モデルプランを作成すること
により、施設計画や導入機能・
規模の妥当性を視覚的に確認す
ることが可能となる。

モデルプラン作成イメージ
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られる基本計画において、モデ
ルプランで検討・確認した内容
を方向性やイメージとして公表
することが有効的である。

基本計画への反映イメージ

新庁舎　機能別の規模検討案
№ 割合 備考

1 町長室 60
2 副町長室 50
3 教育長室 40

4
執務室/低層階
（窓口部門）

580
1Fに配置
現状1F配置部門は必須

5
執務室/上層階
（窓口部門以外）

550 2～3F配置を想定

6
待合スペース
（窓口部門）

174
執務室の30％程度
（通路との兼ね合いにより適宜）

7
待合スペース
（窓口部門以外）

83
執務室の10～15％程度
（通路との兼ね合いにより適宜）

8 応接室（町長・副町長） 50
9 庁議室 0 災害対策本部室に含む

10 会議室 250 大中小を適宜各階配置
11 打合せブース 50 ロビー等に適宜
12 相談室・個別ブース 50 窓口付近に複数、上階に適宜

13 倉庫・物品庫 250 適宜各階配置

14 書庫 250 適宜各階配置

15 更衣室 110 適宜各階配置

16 休養室（仮眠室） 50 男女各25㎡、シャワー室含む

17 災害対策本部室（兼庁議室） 100 防災・通信室含む、通常は庁議室として利用

18 災害対策本部支援室 100 会議等スペースに含む（50㎡*2室程度）

19 非常用発電機室 0 共用・設備等スペースに含む（100㎡程度）

20 備蓄倉庫 50

21 サーバー室 40

22 庁舎管理室 25 守衛室

23 飲食スペース 50

24 売店スペース 50 売店・コンビニスペース

25 多目的スペース 100

26 住民協働ルーム 50 25*2

27 休憩ロビー等 50 適宜各階配置

28 情報コーナー 25

29 ATM・自販機コーナー 25

30 議場 200 傍聴席含む

31 傍聴ロビー 15

32 議会事務局（事務室） 30

33 議長・副議長室 45

34 応接室 45

35 委員会室 80 40*2

36 議員控室（会派室） 60 可動間仕切で会派分割

37 議会図書室 25

38 共用・設備等スペース
廊下・階段・トイレ・給湯室・設備
スペース等

1,750 1,750 32%

計 5,511 100%

≒ 5,500

  …　内　付加機能面積 1,075 ㎡ 20%

…　執務室面積（全体） 1,310 ㎡

執務室面積（三役除く） 1,160 ㎡

福利厚生スペース 160 3%

特別職執務室
（個室）

150 3%

執務スペース
（カウンター含む）

1,130 21%

機能・諸室スペース 面積の目安（㎡）

保管スペース 500 9%

待合スペース
（ロビー）

257 5%

会議等スペース 400 7%

防災・危機管理スペース 250 5%

セキュリティスペース

議会関係スペース 500 9%

飲食・売店スペース 100 2%

住民利便スペース 250 5%

65 1%

全体面積内訳作成イメージ


